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最後に，第 6 章で結論を述べ，将来の研究課題について述べている o
論文審査の結果の要旨
産業用の自動機や加工機には複数軸の同期動作を必要とするものが多くあり，生産性向上のためには，高速で高精













ボ y トなどの非線形システムにおける同期制御の実際に合った枠組みを与えている o
以上のように，本論文は，産業用の自動機や加工機を念頭に，機械システムの同期制御を，精度向上，時間短縮，
振動抑制の観点から最適化するための指令値生成法を与えている o その計算及び実装は現在の計算機ソフトウェア，
、ードウェアの発達のもとで現実的であり，機械システムの制御の発展に寄与するところ大である。よって，本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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